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公益財団法人全日本空手道連盟の機関誌がリニューアルします。
これまで、本誌「ナイスカラテライフ」、女性会員向け機関誌「かぐや」、中学校武道必修化機関誌「あゆみ」を発行し
ておりましたが、平成 27年度は「ナイスカラテライフ」「あゆみ」の２誌を発行いたします。

「かぐや」は「ナイスカラテライフ」のコーナーとして続けてまいります。
いっそう充実した情報発信のため、スタッフ一同尽力してまいります。ご愛読のほどよろしくお願いいたします。

〈平成 27年度の発行予定〉
・「ナイスカラテライフ」３回　春・ 夏・ 冬　　全空連個人会員（成年）、全空連傘下団体等に発送
・「あゆみ」　　　　　 　 ２回　初夏・秋〜冬 　国内すべての中学校、全空連傘下団体、メディア等に発送
※予定は変更になる場合がございます。
※各機関誌は全空連ホームページからも閲覧できます。　http://www.jkf.net/

オリンピック最新情報
２
０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
東
京
大
会
の
追
加
種
目
採
用
が
、

２
０
１
６
年
８
月
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ

夏
季
五
輪
の
直
前
に
開
催
さ
れ
る
Ｉ
Ｏ
Ｃ

総
会
で
正
式
決
定
す
る
見
込
み
に
な
り

ま
し
た
。
国
内
で
は
、
本
年
９
月
ま
で
に

７
名
で
構
成
さ
れ
た
「
検
討
会
議
」
が
、

Ｉ
Ｏ
Ｃ
に
提
案
す
る
ス
ポ
ー
ツ
を
決
定
し

ま
す
。

●
２
０
１
４
年
12
月

　
「
ア
ジ
ェ
ン
ダ
２
０
２
０
」
採
択
●

　

２
０
１
４
年
12
月
８
日
（
月
）、
モ

ナ
コ
で
開
催
さ
れ
た
Ｉ
Ｏ
Ｃ
総
会
で
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
改
革
案
「
ア
ジ
ェ
ン
ダ

２
０
２
０
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
ア
ジ
ェ
ン
ダ
２
０
２
０
」
と
は
、

Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
ト
ー
マ
ス
・
バ
ッ
ハ
会
長
が

打
ち
出
し
た
、
40
の
項
目
か
ら
な
る
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
改
革
案
で
、
肥
大
化
す
る

予
算
の
縮
小
、
大
会
招
致
プ
ロ
セ
ス
の

明
確
化
、
男
女
共
同
参
画
等
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
「
ア
ジ
ェ
ン
ダ
２
０
２
０
」
に
含
ま

れ
て
い
る
、　

①
現
在
、
定
め
ら
れ
て
い
る
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
実
施
種
目
数
の
上
限
「
28
」

を
撤
廃
し
、
出
場
競
技
者
総
数
の
上

限
１
万
５
０
０
０
名
を
こ
え
な
い
範

囲
で
種
目
追
加
を
検
討
す
る
。

②
追
加
種
目
の
選
択
に
つ
い
て
は
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
地
の
意
向
を
反
映

す
る
。

おしらせ

23



45

空
手
道
関
係
者
・
一
般
の
方
々
へ
と
、

幅
広
く
ア
ピ
ー
ル
を
続
け
て
い
ま
す
。

●
精
力
的
な
広
報
活
動

　

空
手
道
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
●

　

昨
年
12
月
か
ら
本
年
２
月
に
か
け
、

テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
の
各
メ
デ
ィ
ア
で

「
空
手
道
」
が
頻
繁
に
登
場
し
ま
し
た
。

　
「
ア
ジ
ェ
ン
ダ
２
０
２
０
」
直
後
の

記
者
会
見
や
エ
ス
ピ
ノ
ス
会
長
来
日
は

多
数
の
メ
デ
ィ
ア
で
報
道
さ
れ
、
注
目

を
集
め
ま
し
た
。

　

２
月
１
日
（
日
）
に
は
、
空
手
道
の

さ
ら
な
る
認
知
度
ア
ッ
プ
を
目
指
し
、

３
名
の
女
性
が
「
空
手
道
ア
ン
バ
サ

ダ
ー
」
に
就
任
。
東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン

に
て
イ
ベ
ン
ト
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
投
稿
し
た
形
の

動
画
が
再
生
数
４
４
０
万
回
を
越
え
、

「
天
才
空
手
少
女
」
と
話
題
に
な
っ
て

い
る
高
野
万ま

優ひ
ろ

さ
ん（
新
潟
県
・８
歳
）。

全
日
本
少
年
少
女
空
手
道
選
手
権
で
、

女
子
形
２
連
覇
中
の
選
手
で
す
。

　

２
０
１
２
年
世
界
空
手
道
選
手
権

き
ま
し
た
。
正
式
決
定
が
１
年
余
り

先
延
ば
し
さ
れ
た
こ
と
で
、
時
間
的
猶

予
が
で
き
た
わ
け
で
す
が
、
全
空
連

で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
「
東
京

２
０
２
０
」
を
中
心
に
、
各
種
活
動
の

再
計
画
に
入
り
ま
し
た
。

●
１
月　

エ
ス
ピ
ノ
ス
会
長
来
日
●

　
「
ア
ジ
ェ
ン
ダ
２
０
２
０
」
採
択
の

１
ヶ
月
後
、
１
月
８
日
（
木
）
〜
９
日

（
金
）に
は
、各
競
技
団
体
に
先
が
け
て
、

世
界
空
手
連
盟
の
ア
ン
ト
ニ
オ
・
エ
ス

ピ
ノ
ス
会
長
が
ス
ペ
イ
ン
か
ら
来
日
。

　

下
村
博
文
・
文
部
科
学
大
臣
、
舛
添

要
一
・
東
京
都
知
事
、
組
織
委
員
会
の

森
喜
朗
会
長
、
日
本
武
道
館
の
三
藤

芳
生
理
事
・
事
務
局
長
と
会
談
し
ま

し
た
。

　

下
村
大
臣
か
ら
は
「
国
を
あ
げ
て

応
援
し
ま
す
」
と
い
う
力
強
い
支
援
の

言
葉
を
い
た
だ
き
、
子
ど
も
が
空
手
道

を
習
っ
て
い
る
と
い
う
舛
添
都
知
事
は

「
既
存
の
施
設
で
実
施
で
き
る
」「
世
界

各
国
で
人
気
」「
日
本
発
祥
の
種
目
で

あ
り
、
集
客
に
期
待
が
で
き
る
」
と
、

空
手
道
の
メ
リ
ッ
ト
を
挙
げ
、
評
価
を

し
て
い
ま
し
た
。

　

組
織
委
員
会
の
森
会
長
と
も
た
い

へ
ん
前
向
き
な
会
話
が
で
き
、
ま
た
、

日
本
武
道
館
で
は
、
２
０
２
０
年
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
会
場
と
し
て
使
用
で
き
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

全
日
本
空
手
道
連
盟
は
世
界
空
手

連
盟
と
緊
密
に
連
携
し
、
国
内
・
海
外
、

同じく本年１月、エスピノス会長が舛添都知事を訪問。高島直樹都議会
議長、内田茂・元議長も同席（都議会自民党空手道推進政策研究会）。

関係各所を訪問し
「全てが前向きな会
談だった」とコメ
ント。

全少チャンピオン
高野万優さん

（新潟県・８歳）

空手道アンバサダー決定

2月１日、東京ミッドタウン（東京都港区）で行なわれたアン
バサダー就任記者会見。メディア約30社、観客約300名が訪
れた。アンバサダー本人が形の演武を始めると、通りがかり
の買い物客も思わず足を止め、見入っていた。

2015年２月、都内の主要駅に掲示されたキャンペーンポスター。

世界チャンピオン
宇佐美里香さん

（東京都・29歳）

慶應義塾大学医学部
岩田樹里さん

（神奈川県・23歳）

本年１月、世界空手連盟のエスピノス会長（左）が来日。全空連の笹川堯
会長らと共に組織委員会を訪れ、森喜朗会長と固い握手を交わした。

2 0 2 0 年 五 輪  追 加 種 目

来年８月に正式決定
と
い
う
２
項
目
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
追
加
種
目
と
し
て
、
空
手
道
が

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
採
用
さ
れ
る
可
能
性

が
出
て
き
た
の
で
す
。

●
正
式
決
定
は
、
来
年
８
月
●

　

最
新
の
情
報
に
よ
る
と
、
追
加
種
目

採
用
ま
で
に
は
２
つ
の
段
階
が
あ
る
と

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
日
本
国
内
で
す
。
東
京
都

や
組
織
委
員
会
、
経
済
界
、
有
識
者

な
ど
７
名
で
構
成
さ
れ
た
「
追
加
種
目

検
討
会
議
」
が
、
本
年
９
月
ま
で
に
、

立
候
補
し
て
い
る
種
目（
空
手
道
の
他
、

野
球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ス
カ
ッ
シ
ュ
、

ビ
リ
ヤ
ー
ド
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
な
ど
）
の

中
か
ら
Ｉ
Ｏ
Ｃ
に
提
案
す
る
種
目
を

選
び
ま
す
。

　

次
に
、
２
０
１
６
年
８
月
、
リ
オ
デ

ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
直
前
に

開
催
さ
れ
る
Ｉ
Ｏ
Ｃ
総
会
に
て
、
日
本

の
「
検
討
会
議
」
が
提
案
し
た
追
加

種
目
を
承
認
す
る
か
ど
う
か
を
諮
り

ま
す
。

　

つ
ま
り
、９
月
に
日
本
で
選
考
さ
れ
、

来
年
８
月
に
Ｉ
Ｏ
Ｃ
で
承
認
さ
れ
れ
ば

私
た
ち
の
悲
願
が
や
っ
と
実
現
す
る
の

で
す
。

　

当
初
は
「
日
本
国
内
で
の
種
目
提

案
が
本
年
２
〜
３
月
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
決
定

が
本
年
７
月
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
全
日
本
空
手
道
連
盟
は
〝
短
期

決
戦
〟
を
想
定
し
て
あ
ら
ゆ
る
面
で
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
に
広
報
活
動
を
行
な
っ
て

大
会
女
子
形
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
で
、
現
在

国
士
舘
大
学
大
学
院
に
通
う
宇
佐
美

里
香
さ
ん
（
東
京
都
・
29
歳
）。
現
役

引
退
し
た
今
も
、
日
米
野
球
始
球
式
、

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ビ
デ
オ
で
形
を
演
武

す
る
な
ど
活
躍
中
で
す
。

　

そ
し
て
、将
来
の
夢
は
医
師
と
い
う
、

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
４
年
の
岩
田

樹
里
さ
ん
（
神
奈
川
県
・
23
歳
）。
勉

学
と
稽
古
を
両
立
さ
せ
、
国
民
体
育

大
会
に
２
年
連
続
出
場
を
果
た
し
て

い
ま
す
。

　

ア
ン
バ
サ
ダ
ー
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
活
動
は

今
後
も
各
地
で
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
注
目
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
２
月
中
に
は
首
都
圏
Ｊ
Ｒ
各

線
の
車
内
ビ
ジ
ョ
ン
「
ト
レ
イ
ン
チ
ャ

ン
ネ
ル
」
で
空
手
道
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル

を
放
送
。
主
要
駅
で
は
、「
２
０
２
０

年　

私
た
ち
に
空
手
着
を
着
さ
せ
て

欲
し
い
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の

書
か
れ
た
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
ま
し

た
。

　

２
０
２
０
年
、
空
手
道
が
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
種
目
に
な
れ
ば
、
国
際
社
会
に

お
け
る
認
知
度
が
飛
躍
的
に
高
ま
り
、

競
技
人
口
・
愛
好
家
の
増
加
、
組
織
の

発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
な
に
よ
り
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
う
ス
テ
ー
タ
ス
の

あ
る
舞
台
は
、空
手
道
関
係
者
の
「
夢
」

に
他
な
り
ま
せ
ん
。
引
き
続
き
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
へ
の
応
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

特製ステッカーも
大好評！
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　INTERNATIONAL

IOCと世界空手連盟（WKF）組織図

アジア空手道連盟 AKF
Asian Karatedo Federation

ヨーロッパ空手連盟 EKF
European Karate Federation

アフリカ空手連盟 UFAK
African Karate Federation

オセアニア空手連盟 OKF
Oceanian Karate Federation

パンアメリカ空手連盟 PKF
Panamerican Karate Federation

国際オリンピック委員会 IOC
International Olympic Committee

オリンピック
正式競技

スポーツアコード
SportAccord

国際大学スポーツ連盟 FISU
International University Sports Federation

国際ワールドゲームズ協会 IWGA
International World Games Association

世界空手連盟 WKF
World Karate Federation

（公財）全日本空手道連盟と国内組織

内閣府 CAO
Cabinet Office
日本体育協会 JASA

Japan Sports Association
日本オリンピック委員会 JOC

Japanese Olympic Committee
文部科学省 MEXT

Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology

日
本
武
道
協
議
会

Japanese Budo A
ssociation

日
本
武
道
館

N
ippon Budokan

世界大学空手道選手権大会

各協力団体主催の全国大会

アジア競技大会
JOCジュニアオリンピックカップ

国民体育大会
日本スポーツマスターズ

文部科学省大臣杯争奪大会
中学校武道必修化

ヨーロッパ空手道選手権大会

オセアニア空手道選手権大会

ワールドコンバットゲームズ

アフリカ空手道選手権大会

パンアメリカ空手道選手権大会

ワールドゲームズ

アジア空手道選手権大会

世界空手道選手権大会

公益財団法人 全日本空手道連盟 JKF
Japan Karatedo Federation

全日本空手道選手権大会

地区協議会
Regional Council

都道府県空手道連盟
Prefectural Federation

地区空手道選手権大会

都道府県空手道選手権大会

競技団体
Competition Organizations

各競技団体主催の全日本大会

協力団体
Cooperative Body

全日本空手道連盟剛柔会
全日本空手道連盟糸東会

日本空手道連合会
全日本空手道連盟錬武会
全日本空手道連盟和道会

全日本空手道松涛館

全日本実業団空手道連盟
全日本学生空手道連盟

全国高等学校体育連盟空手道専門部
インターハイ・JOCジュニアオリンピック等

全国中学校空手道連盟

世
界
の
空
手
道
を
統
括
し
て
い
る
国
際
競
技
団
体
が
「
世
界
空
手
連
盟
」（W

orld 
K

arate Federation, W
K

F

）
で
、
全
日
本
空
手
道
連
盟
も
Ｗ
Ｋ
Ｆ
の
一
員
で
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
す
今
、
世
界
の
空
手
に
目
を
向
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

世
界
空
手
連
盟
と
は
？

　

日
本
国
内
の
空
手
道
団
体
を
統
括
し
て
い

る
の
が
全
日
本
空
手
道
連
盟
（
全
空
連
）
で

す
。全
空
連
は
ア
ジ
ア
空
手
道
連
盟（
Ａ
Ｋ
Ｆ
）

に
、
そ
し
て
Ａ
Ｋ
Ｆ
は
世
界
空
手
連
盟
に
所

属
し
て
い
ま
す
。

　

世
界
の
空
手
道
を
統
括
し
て
い
る
国
際
競

技
団
体
が
、
世
界
空
手
連
盟
、
略
称
Ｗ
Ｋ
Ｆ

で
す
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
が
高
ま

り
を
見
せ
る
今
、
全
空
連
会
員
の
み
な
さ
ま

に
世
界
の
空
手
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た

だ
く
た
め
、
Ｗ
Ｋ
Ｆ
の
基
本
情
報
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

Ｗ
Ｋ
Ｆ
の
概
要

　

Ｗ
Ｋ
Ｆ
は
、
１
９
７
０
年
に
日
本
で
設

立
さ
れ
ま
し
た
（
当
時
は
世
界
空
手
連
合
、    

Ｗ
Ｕ
Ｋ
Ｏ
と
い
う
名
称
で
し
た
）。
そ
の
目
的

は
世
界
各
国
の
空
手
道
連
盟
を
ま
と
め
大
陸

間
の
調
整
を
は
か
り
、
競
技
ス
ポ
ー
ツ
と
し

て
空
手
道
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

本
部
は
会
長
の
在
住
す
る
国
に
置
か
れ
、

設
立
当
初
は
日
本
、
１
９
９
２
年
よ
り
フ
ラ

ン
ス
、
１
９
９
８
年
か
ら
は
ス
ペ
イ
ン
人
の

ア
ン
ト
ニ
オ
・
エ
ス
ピ
ノ
ス
氏
が
会
長
に
就

任
し
、
ス
ペ
イ
ン
の
首
都
マ
ド
リ
ッ
ド
に
置

か
れ
て
い
ま
す
。

　

会
長
、
９
名
の
副
会
長
、
事
務
総
長
を

含
む
25
名
の
理
事
（Executive Com

m
ittee, 

世
界
空
手
連
盟
と
は
？

EC

）
が
Ｗ
Ｋ
Ｆ
の
運
営
を
担
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
「
技
術
委
員
会
」「
審
判
委
員
会
」「
女

性
ス
ポ
ー
ツ
委
員
会
」「
ア
ン
チ
・
ド
ー
ピ
ン

グ
委
員
会
」
な
ど
11
の
委
員
会
が
あ
り
ま
す
。

　

２
０
１
４
年
の
Ｗ
Ｋ
Ｆ
総
会
・
理
事
会
に

お
い
て
４
名
の
日
本
人
が
Ｗ
Ｋ
Ｆ
の
役
職
に

就
き
ま
し
た
。
事
務
総
長
の
奈
藏
稔
久
氏
、

審
判
委
員
会
委
員
の
高
橋
和
夫
氏
、
技
術
委

員
会
委
員
長
の
香
川
政
夫
氏
、
同
委
員
の
喜

島
智
香
子
氏
で
す
。

登
録
者
と
競
技
大
会

残
る
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
み
！

　

Ｗ
Ｋ
Ｆ
に
は
現
在
１
８
９
の
国
と
地
域

（National Federation, NF

）
が
加
盟
し
て

お
り
、
約
１
０
０
０
万
人
が
登
録
し
て
い
ま

す
。
Ｗ
Ｋ
Ｆ
の
調
査
に
よ
る
と
、
こ
の
登
録

者
数
か
ら
算
出
し
た
世
界
の
空
手
道
愛
好
家

数
は
、
な
ん
と
１
億
人
に
も
の
ぼ
り
ま
す
。

　

Ｗ
Ｋ
Ｆ
の
傘
下
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア

フ
リ
カ
・
ア
ジ
ア
・
パ
ン
ア
メ
リ
カ
・
オ
セ

ア
ニ
ア
大
陸
の
空
手
道
連
盟
が
所
属
し
て
い

て
、
各
大
陸
連
盟
の
も
と
に
、
各
Ｎ
Ｆ
が
所

属
し
て
い
ま
す
。

　

Ｗ
Ｋ
Ｆ
が
主
催
す
る
競
技
大
会
と
し
て

は
、
２
年
に
一
度
の
「
世
界
空
手
道
選
手
権

大
会
」、「
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
＆
カ
デ
ッ
ト
空
手

道
選
手
権
大
会
」
と
、
ラ
ン
キ
ン
グ
制
度
を

導
入
し
て
年
間
10
大
会
行
な
わ
れ
て
い
る

「
プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ
」
が
あ
り
ま
す
。

　

１
９
８
５
年
に
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員

会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
の
認
可
団
体
と
な
っ
た
Ｗ
Ｋ
Ｆ 

は
、
ル
ー
ル
を
整
備
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
以

外
の
す
べ
て
の
公
式
国
際
競
技
大
会
―
―

ワ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
ズ
、
地
域
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

ス
ポ
ー
ツ
ア
コ
ー
ド
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｏ
Ｃ
精
神
に
の
っ
と
り
、
ア
ン
チ
・
ド
ー

ピ
ン
グ
の
徹
底
、
男
女
共
同
参
画
や
障
が
い

者
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
、
メ
デ
ィ
ア
へ
の
対
応

な
ど
を
進
め
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
と
同
水

準
の
ス
ポ
ー
ツ
へ
と
発
展
し
て
い
ま
す
。
同

時
に
、
日
本
発
祥
の
武
道
で
あ
る
と
い
う
特

性
も
重
視
し
て
い
ま
す
。

　

全
空
連
は
、
Ａ
Ｋ
Ｆ
の
一
員
で
あ
り
、
Ｗ

Ｋ
Ｆ
の
一
員
で
す
。
Ｗ
Ｋ
Ｆ
は
Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
一
員

で
あ
り
、
私
た
ち
は
空
手
道
を
通
じ
て
世
界

と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

世界空手連盟
World Karate Federation

●設立年　１９７０年
●会　長　アントニオ・エスピノス氏
●本　部　スペイン
●加盟国　１８９の国と地域
　　　　　（２０１５年３月現在）
●登録者数　約１０００万人
●愛好家数　約１億人
●競技大会　世界選手権大会
　　　　　　ジュニア選手権大会
　　　　　　プレミアリーグなど

［解説］
世界空手連盟（WKF）は国際オリンピック委員会の一員です。２年に一度の世界大会を主催し
ているほか、国際大学スポーツ連盟、スポーツアコード、国際ワールドゲームズ協会に加盟し、
それぞれ世界規模の競技大会を実施しています。WKFの下には世界５大陸の空手道連盟があり、
大陸ごとに競技大会が行なわれています。全日本空手道連盟（全空連）は、アジア空手道連盟
に所属しています。空手道は、オリンピック正式競技入りを残すのみとなっているのです。

［解説］
日本国内の空手道団体を統括しているのが全空連です。傘下には９つの地区協議会と 47 都道
府県連盟、４つの競技団体、６つの協力団体があり、それぞれ競技大会を実施しています。ま
た全空連は日本オリンピック委員会、日本体育協会の一員であり、中学校武道必修化事業にお
いては文部科学省と、武道団体の一員として日本武道協議会、日本武道館と連携しています。

WKF 世界大会には２万人を超える観客が訪れる。空手道は国際的人気スポーツとなっている。

→

→
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平
成
27
年
度
か
ら
本
連
盟
お
よ
び
公
益
財
団
法
人
日
本
体
育
協
会
に
お
け
る
各
種
資
格

試
験
科
目
や
制
度
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

年
代
別
に
見
る
公
認
段
位
取
得
者
数

資
格
取
得
制
度
変
更
点（
平
成
27
年
度
版
）

全
空
連
デ
ー
タ

　JKF DATA

公
認
段
位

・
６
段
位
の
試
験
科
目
に
「
自
由
組
手
」

が
加
わ
る
。
こ
れ
ま
で
は
筆
記
試
験
・

指
定
形
１
つ
、
得
意
形
１
つ
の
演
武

の
み
で
あ
っ
た
。
平
成
27
年
11
月
21

〜
22
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
公
認
六

段
位
審
査
会
か
ら
適
用
。

公
認
級
位

・
全
空
連
協
力
団
体
の
級
位
保
持
者
は
、

　

公
認
の
同
級
位
に
移
行
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

・「
全
少
」
出
場
の
た
め
に
必
要
に
な
る
。

公
認
称
号

・
変
更
な
し
。

資
格
審
査
員

・
三
級
資
格
審
査
員
も
講
習
会
受
講
が
義

務
と
な
る
。
委
嘱
期
間
中
、「
資
格
審

査
員
講
習
会
」
を
受
講
し
な
い
場
合

は
、
そ
の
後
、
資
格
審
査
員
に
委
嘱

さ
れ
な
い
。

公
認
審
判
員

・
組
手
審
判
員
Ｃ
級
の
位
置
付
け
が
明
文

化
さ
れ
た
。
全
国
Ｃ
級
は
全
国
Ａ
級

を
、地
区
Ｃ
級
は
全
国
審
判
員
（
新
規
）

を
受
審
で
き
な
く
な
る
。

・
全
国
、
地
区
審
判
員
は
「
日
体
協
指
導

員
」
以
上
を
保
持
し
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
資
格
が
な
い
場
合
、

平
成
28
年
度
以
降
は
Ｃ
級
に
位
置
付

け
ら
れ
る
。
現
在
所
持
し
て
し
な
い

場
合
は
平
成
27
年
度
中
に
養
成
講
習

会
を
受
講
す
る
こ
と
。

・
空
手
道
歴
の
数
え
方
は
、
全
空
連
の
一

般
段
位
を
取
得
で
き
る
満
15
歳
か
ら

と
す
る
。

日
本
体
育
協
会
公
認
指
導
員

・「
指
導
員
」
以
上
の
資
格
取
得
が
、全
国
・

地
区
審
判
員
に
義
務
づ
け
ら
れ
る
。

※
不
明
点
・
疑
問
点
は
、
所
属
の
団
体

の
担
当
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

年代別男女および段位別会員数
初段 ニ段 三段 四段 五段 六段 七段 八段 無段 計

10 代 男性 192 104 28 ー ー ー ー ー 447 771
女性 101 68 16 ー ー ー ー ー 191 376

20 代 男性 1,329 922 610 68 8 ー ー ー 2,401 5,338
女性 492 354 258 31 6 ー ー ー 845 1,986

30 代 男性 596 478 846 225 147 7 ー ー 707 3,006
女性 156 93 171 59 44 0 ー ー 162 685

40 代 男性 869 662 1,346 363 318 39 6 ー 933 4,536
女性 348 187 273 69 63 18 1 ー 297 1,256

50 代 男性 350 316 1,109 327 360 71 17 1 503 3,054
女性 101 77 107 36 32 5 2 0 103 463

60 代 男性 115 121 929 280 459 154 89 9 398 2,554
女性 19 20 36 13 11 7 3 0 15 124

70 代 男性 31 23 240 38 86 108 100 10 192 828
女性 0 2 7 0 1 0 1 0 6 17

80 代 男性 6 3 9 1 3 5 16 6 33 82
女性 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

90 代 男性 1 0 1 0 0 0 1 0 2 5
女性 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

不明
男性 14 23 65 23 17 4 0 0 47 193
女性 4 3 5 1 1 0 0 0 9 23
少年 ー ー ー ー ー ー ー ー ー 59,375

計 4,724 3,456 6,056 1,534 1,556 418 236 26 7,291 84,672

※高校生の会員は含まれておりません。2015年４月１日時点での満年齢を基準として集計しております。

2015年２月 18日現在、全空連には 84,672名が登録しており（男性 20,367名、女性 4,930名、少年除く）、段位
取得状況は表のとおりです。実技最高段位の八段は全国で26名だけが持つ資格で、保持者は男性のみ。六、七段位にお
いても女性は少数派です。しかし若年層から青年、壮年、幅広い年代で男女ともに積極的に資格取得に励んでいること
がうかがえます。

《
国
際
大
会
レ
ポ
ー
ト
》
第
22
回
世
界
空
手
道
選
手
権
大
会

  大会 TOPICS

日本選手団は参加国中第１位の成績を収めた。
視覚障がい形の部で準優勝し
た大庭康資。

男子組手 -75kg 優勝、谷竜一。 男子個人形優勝、喜友名諒。 女子個人形優勝、清水希容。

第
22
回
ド
イ
ツ
世
界
大
会

日
本
が
首
位
に
輝
く

昨
年
11
月
、
童
話
「
ブ
レ
ー
メ
ン
の
音
楽
隊
」
で
知
ら
れ
る
ド
イ
ツ
の
ブ
レ
ー
メ
ン
市

で
第
22
回
世
界
空
手
道
選
手
権
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
世
界
空
手
連
盟
（
Ｗ
Ｋ
Ｆ
）
が

主
催
す
る
最
も
大
き
な
大
会
で
、
今
回
日
本
は
メ
ダ
ル
獲
得
数
首
位
に
輝
い
た
。

３
名
が
優
勝
、
メ
ダ
ル
獲
得
首
位

　

２
０
１
４
年
11
月
５
日
〜
９
日
、
ド

イ
ツ
・
ブ
レ
ー
メ
ン
に
お
い
て
第
22
回

世
界
空
手
道
選
手
権
大
会
が
開
催
さ
れ

た
。
１
１
６
ヶ
国
か
ら
９
７
６
名
の
選

手
が
出
場
し
、
日
本
は
金
３
、
銀
３
、

銅
５
、
計
11
個
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。

　

優
勝
は
女
子
個
人
形
の
清
水
希
容
、

男
子
個
人
形
の
喜
友
名
諒
、
男
子
個
人

組
手
-75
㎏
級
の
谷
竜
一
で
あ
る
。
初
出

場
の
清
水
は
２
年
前
の
前
回
大
会
を
動

画
で
観
た
時
か
ら
夢
見
て
い
た
世
界
一

を
、
強
い
意
志
で
成
し
遂
げ
た
。
喜
友

名
は
前
回
大
会
３
位
。
こ
こ
１
〜
２
年

は
国
際
大
会
で
優
勝
を
逃
す
悔
し
い
結

果
が
続
い
た
が
不
屈
の
闘
志
で
稽
古
を

続
け
、
悲
願
の
優
勝
を
果
た
し
た
。
谷

が
出
場
し
た
-75
㎏
級
は
強
豪
選
手
の
多

い
階
級
で
あ
る
が
、
失
点
し
て
も
取
り

返
し
逆
転
勝
利
に
持
ち
込
む
精
神
力
で

闘
い
切
っ
た
。

　

ま
た
、
第
１
回
世
界
障
が
い
者
空
手

道
選
手
権
大
会
も
同
時
開
催
さ
れ
、
日

本
か
ら
２
名
が
出
場
。
視
覚
障
が
い
形

の
部
で
大
庭
康
資
が
準
優
勝
を
収
め
た
。

　

団
体
組
手
が
男
女
と
も
に
銅
メ
ダ
ル

を
獲
得
す
る
な
ど
、
日
本
の
総
合
成
績

は
参
加
国
中
第
１
位
に
輝
い
た
。
近
年

の
選
手
強
化
の
手
ご
た
え
を
感
じ
た
、

素
晴
ら
し
い
内
容
で
あ
っ
た
。

日
時
：
２
０
１
４
年
11
月
５
日
～
９
日　

場
所
：
ド
イ
ツ
・
ブ
レ
ー
メ
ン
市

男子個人形　喜友名諒　優勝
女子個人形　清水希容　優勝
男子団体形　
杉野拓海・相馬昂翔・在本幸司　初戦敗退
女子団体形
木村陽子・森岡実久・柏岡鈴香　準優勝
男子個人組手 -60kg 級　荒賀慎太郎　４回戦敗退
男子個人組手 -67kg 級　篠原浩人　２回戦敗退
男子個人組手 -75kg 級　谷竜一　優勝
男子個人組手 -84kg 級　荒賀龍太郎　準優勝
男子個人組手 84kg 超級　香川幸允　２回戦敗退
女子個人組手 -50kg 級　遠藤千夏　３回戦敗退
女子個人組手 -55kg 級　小林実希　第３位
女子個人組手 -61kg 級　染谷真有美　第３位
女子個人組手 -68kg 級　染谷香予　３回戦敗退
女子個人組手 68kg 超級　植草歩　第３位
男子団体組手
香川幸允・荒賀龍太郎・谷竜一・篠原浩人
飯村吏毅哉・渡邊大輔・石塚将也　第３位
女子団体組手
小林実希・染谷香予・植草歩・川村菜摘　第３位
視覚障がい形の部　大庭康資　準優勝
学習障がい形の部　柴田一哉　予選敗退

日本選手団の成績とメダル獲得状況

順位 国名 金 銀 銅
1 日本 3 3 5
2 エジプト 3 2 1
3 フランス 2 3 3
4 トルコ 2 0 3
5 ドイツ 1 3 3
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37
名
が
実
技
最
高
段
位
に
挑
む

　

３
月
８
日
（
日
）、
日
本
空
手
道
会
館
に

お
い
て
平
成
26
年
度
公
認
八
段
位
審
査
会
が

開
催
さ
れ
た
。

　

公
認
八
段
位
は
、
公
認
七
段
位
取
得
後
７

年
以
上
経
過
・
満
50
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
が

受
審
条
件
と
な
る
。
実
技
段
位
に
お
い
て
最

高
の
資
格
に
、
今
回
は
51
歳
か
ら
85
歳
ま
で

の
37
名
が
受
審
し
た
。

　

試
験
内
容
は
、
論
文
試
験
と
実
技
審
査
。

ま
ず
論
文
試
験
か
ら
開
始
さ
れ
、
本
年
の
論

文
テ
ー
マ
は
「
空
手
道
四
大
流
派
に
つ
い

て
／
そ
の
指
導
法
に
つ
い
て
（
流
派
を
一
つ

選
択
）」。
自
分
の
流
派
だ
け
で
は
な
く
、
他

の
流
派
へ
の
深
い
理
解
と
知
識
が
要
求
さ
れ

る
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。

　

続
い
て
開
会
式
が
行
な
わ
れ
、
審
査
員
を

代
表
し
て
阪
梨
學
審
査
長
が
「
宮
本
武
蔵
の

言
葉
に
『
千
日
の
稽
古
を
も
っ
て
鍛
、
万
日

の
稽
古
を
も
っ
て
練
と
す
る
』
い
う
も
の
が

あ
り
ま
す
が
、
一
万
日
は
約
30
年
。
受
審
者

の
皆
様
の
修
行
年
数
と
重
な
る
と
思
い
ま

す
。
千
鍛
万
錬
の
成
果
を
、
審
査
会
と
い
う

各
流
派
の
真
髄
に
触
れ
る

　

平
成
26
年
度
「
流
派
別
形
講
習
会
」
が
、

３
月
15
日
（
日
・
剛
柔
流
／
和
道
流
）、
３

月
21
日
（
土
・
松
濤
館
流
／
糸
東
流
）
の
２

日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
講
習
会
は
、
各
流
派
の
特
徴
や
指

定
形
を
正
し
く
学
ぶ
機
会
を
つ
く
る
た
め
、

２
０
０
７
年
よ
り
行
な
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
対
象
者
が
小
学
５
年
生
以
上
、
講
師
陣

は
各
流
派
ト
ッ
プ
の
技
術
を
持
つ
先
生
方
と

あ
っ
て
、
例
年
多
く
の
参
加
者
を
集
め
て
い

る
。

　

15
日
の
開
講
式
で
は
、
有
竹
隆
佐
・
全
空

連
専
務
理
事
よ
り
、「
こ
の
講
習
会
で
は
、

講
師
の
丁
寧
な
指
導
の
も
と
各
流
派
の
指
定

形
の
真
髄
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
流

派
の
本
質
に
触
れ
る
こ
と
で
、
指
導
者
の
方

で
あ
れ
ば
自
身
の
技
術
は
も
ち
ろ
ん
指
導
の

質
も
あ
が
り
、
ひ
い
て
は
子
ど
も
た
ち
の
技

術
の
質
も
向
上
す
る
で
し
ょ
う
。
実
り
多
い

１
日
に
し
て
く
だ
さ
い
」と
挨
拶
。
そ
の
後
、

各
流
派
に
分
か
れ
て
指
導
が
行
な
わ
れ
た
。

　
「
空
手
道
教
範
」
の
改
訂
に
と
も
な
い
、

今
回
の
講
習
で
は
特
に
「
立
ち
方
」
に
つ
い

て
重
点
的
に
解
説
さ
れ
て
い
た
。

　

ま
た
、
受
け
・
突
き
・
蹴
り
と
い
っ
た
基

本
に
お
け
る
身
体
の
使
い
方
も
学
び
、
参
加

者
は
十
分
汗
を
流
し
た
。

　
「
指
定
形
」
に
つ
い
て
は
、
講
師
が
技
の

分
解
を
解
説
し
な
が
ら
指
導
。
単
に
挙
動
を

追
う
の
で
は
な
く
、
動
き
の
意
味
を
理
解
し

て
生
き
た
形
が
演
武
で
き
る
よ
う
、
解
説
後

に
は
念
入
り
な
反
復
練
習
が
行
な
わ
れ
た
。

　

時
折
行
な
わ
れ
る
質
疑
応
答
で
は
、
講
習

生
か
ら
多
数
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
た
。
ま

た
、
休
憩
中
も
講
師
の
言
葉
を
反
芻
し
稽
古

す
る
よ
う
す
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
技
術
習
得

へ
の
強
い
熱
意
が
感
じ
ら
れ
た
講
習
会
と
な

っ
た
。

□
□
□ 

ニ
ュ
ー
ス
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル 

□
□
□

場
に
凝
縮
し
て
十
二
分
に
発
揮
し
て
く
だ
さ

い
」
と
挨
拶
し
、
受
審
者
を
激
励
し
た
。

　

そ
の
後
、
受
審
者
は
実
技
試
験
に
臨
み
、

形
２
つ
を
演
武
。

　

審
査
員
の
鋭
い
ま
な
ざ
し
と
、
順
番
を
待

つ
受
審
者
の
緊
張
が
相
ま
っ
て
、
会
場
に
は

厳
粛
な
雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
た
。

　

合
否
は
論
文
・
実
技
の
総
合
成
績
で
決
定

さ
れ
る
。
な
お
、
審
査
結
果
は
４
月
に
発
表

さ
れ
る
予
定
。

平
成
26
年
度
公
認
八
段
位
審
査
会

日
時
／
平
成
27
年
３
月
８
日
（
日
）

場
所
／
日
本
空
手
道
会
館

平
成
26
年
度
流
派
別
基
本
・
形
特
別
指
導
講
習
会　

日
時
／
平
成
27
年
３
月
15
日
（
日
）　

剛
柔
流
・
和
道
流

　
　
　
　
　
　
　
　
　

21
日
（
土
）　

松
濤
館
流
・
糸
東
流

場
所
／
日
本
空
手
道
会
館

公
認
八
段
位
審
査
会

流
派
別
形
講
習
会

実技審査のようす。

塩見講師の解説に聞き入る受講生たち（剛柔流）。

《
高
体
連
》
舘
直
人

《
奈
良
県
》
籔
野
隆
雄

《
岩
手
県
》
佐
藤
清
幸
／
永
田
昌
信

／
半
田
隆
之

《
高
知
県
》
岩
佐
和
則
／
野
中
史
子

《
沖
縄
県
》
照
屋
雅
浩

《
鹿
児
島
》
新
田
裕
造

《
徳
島
県
》
西
山
知
恵

《
大
阪
府
》
宮
本
早
百
合

《
佐
賀
県
》
末
次
毅

《
滋
賀
県
》
金
谷
洋

《
沖
縄
県
》
松
田
弘
樹
／
与
儀
実
勝

《
宮
崎
県
》
岩
切
昭
彦
／
山
本
栄
嗣

《
神
奈
川
県
》
吉
本
秀
之

《
奈
良
県
》
森
聡
枝

《
全
日
本
学
連
》
太
田
博

【
推
薦
８
段
位
】

《
佐
賀
県
》
築
貫
新
十
郎

《
滋
賀
県
》
松
岡
治
樹

《
神
奈
川
県
》
猪
越
孝
治

《
全
日
本
実
業
団
》
瀬
古
英
夫

《
連
合
会
》
中
島
宏

段
位
お
よ
び
称
号

【
公
認
７
段
位
】

《
愛
知
県
》
田
倉
文
夫

《
愛
媛
県
》
矢
野
吉
基

《
福
岡
県
》
木
森
光
彦

《
神
奈
川
県
》
福
元
洋
三

《
東
京
都
》
粕
谷
文
男

【
公
認
６
段
位
】

《
茨
城
県
》
中
泉
剛
士

《
神
奈
川
県
》
山
田
健
剛
／
我
妻
登

《
沖
縄
県
》
木
村
竜
仁
／
佐
和
田
香

織
《
全
日
本
学
連
》
森
岡
進
也

《
岩
手
県
》
半
田
隆
之

《
佐
賀
県
》
山
本
史
子

《
香
川
県
》
小
西
裕
樹

《
福
岡
県
》
明
吉
俊
雄

《
群
馬
県
》
安
斎
義
宏

《
香
川
県
》
北
林
秀
章

《
埼
玉
県
》
月
井
新

《
大
阪
府
》
大
林
優
未
緒
／
古
川
隆

一
《
兵
庫
県
》
坂
本
幸
子

《
佐
賀
県
》
福
岡
敏
和

《
山
梨
県
》
浅
川
信
二

《
大
分
県
》
安
達
俊
武

《
東
京
都
》
大
矢
正
秋

《
栃
木
県
》
永
岡
孝
司

【
教
士
号
】

《
北
海
道
》
佐
藤
壽
一

《
奈
良
県
》
相
原
智
之

《
山
梨
県
》
長
谷
川
伸
一

《
東
京
都
》
森
谷
美
可
／
今
井
潔
／ 

　

藤
本
治
豪

《
埼
玉
県
》
吉
田
隆

《
大
阪
府
》
本
田
健
二

《
兵
庫
県
》
吉
川
重
宏

《
宮
城
県
》
安
住
敏
克

《
奈
良
県
》
中
谷
辰
幸

《
宮
崎
県
》
田
岡
正
和

《
連
合
会
》
武
田
誉

【
錬
士
号
】

《
大
阪
府
》
谷
口
修
二

《
福
岡
県
》
佐
々
木
隆
人
／
山
本
晋

一
郎

《
群
馬
県
》
峯
真
太
郎

《
京
都
府
》
三
木
貫
嗣
／
三
井
喜
美

代
／
金
田
修
／
若
林
克
次

《
愛
知
県
》
服
部
正
典
／
古
橋
秀
鷹

《
東
京
都
》
大
貫
光
伸
／
関
戸
正
子

《
埼
玉
県
》
今
井
通
雄
／
薄
井
晴
男

／
上
村
信
孝
／
遠
山
栄
一
郎
／
倉

持
千
代
子
／
斎
藤
一
雄
／
豊
田
喜

美
子
／
野
口
泰
成
／
ラ
ク
シ
ュ
マ

ン
・
ア
ガ
ラ
ワ
ッ
タ

《
北
海
道
》
石
川
周
亨
／
寺
田
徹
也

／
富
田
強
／
松
橋
賢
一

《
全
日
本
実
業
団
》
上
原
英
和
／
樽

井
昭
治
／
原
章
／
武
藤
静
城

《
千
葉
県
》
天
野
雅
司
／
井
上
良
江

／
河
原
進
／
吉
村
圭
司

《
兵
庫
県
》
荒
尾
憲
司
／
正
躰
重
剛

《
大
阪
府
》
永
井
隆
文
／
南
宮
武
司

《
大
分
県
》
三
浦
恒
良

《
宮
城
県
》
阿
部
良
樹
／
小
川
康
明

段位および称号



Ｊ
Ｋ
Ｆ
加
盟
団
体
紹
介
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
全
日
本
空
手
道
連
盟
の
傘
下
団
体
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

1415

全
日
本
実
業
団
空
手
道
連
盟
の
概
要

◆
設
立　
昭
和
57
（
１
９
８
２
）
年

◆
加
盟
数　
４
５
３
団
体

　
　
　
　
　
（
平
成
26
年
度
現
在
）

◆
加
盟
人
数　
６
８
９
４
名

◆
役
員
一
覧

　
会
長　
　
　
山
田
治
義

　
副
会
長　
　
保
坂
三
蔵
／
矢
頭
正
人

　
　
　
　
　
　
西　
正
典

　
理
事
長　
　
矢
内　
誠

　
副
理
事
長　
髙
山
雅
彦
／
藤
本
憲
司

　
　
　
　
　
　
大
澤　
寛

　
監
事　
　
　
笠
井
英
雄
／
新
田
和
博

　
　
　
　
　
　
千
先
康
二

　
事
務
局
長　
廣
住
正
光

　
（
理
事
21
名
の
う
ち
、
女
性
１
名
）

◆
実
施
大
会　

　
①
西
日
本
実
業
団
空
手
道
選
手
権
大
会

　
②
全
自
衛
隊
空
手
道
選
手
権
大
会

　
③
東
日
本
実
業
団
空
手
道
選
手
権
大
会

　
④
全
日
本
実
業
団
空
手
道
選
手
権
大
会

◆
年
間
行
事

　
①
上
記
各
大
会

　
②
審
判
員
審
査
会
お
よ
び
講
習
会

　
③
段
位
審
査
会

　
④
強
化
選
手
選
考
会

　
⑤
組
手
・
形
セ
ミ
ナ
ー　

　
⑥
そ
の
他
、
各
団
体
主
催
に
よ
る
形
・
組

　
　
手
講
習
会
、審
判
講
習
会
、強
化
合
宿
、

　
　
公
認
初
段
～
参
段
位
審
査
会
開
催
。

◆
事
務
局　

〒
２
７
７
ー
０
０
６
５

　
千
葉
県
柏
市
光
ヶ
丘
２
ー
６
ー
１
８

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
０
９
０
（
９
８
５
２
）
２
６
８
６

Ｆ
Ａ
Ｘ　
０
４
（
７
１
７
５
）
０
９
９
７

Ｅ
メ
ー
ル

　

2115711201@
jcom

.hom
e.ne.jp

全
日
本
実
業
団
空
手
道
連
盟
　
沿
革

昭
和
36
（
１
９
６
１
）
年

　

全
自
衛
隊
空
手
道
連
盟
が
発
足
。
同
年
、

　

西
日
本
実
業
団
空
手
道
連
盟
の
前
身
で
あ

　

る
日
本
実
業
団
空
手
道
競
技
連
盟
発
足
。

昭
和
40
（
１
９
６
５
）
年

　

東
日
本
実
業
団
空
手
道
連
盟
が
発
足
。

昭
和
44
（
１
９
６
９
）
年

意
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
連
盟
で
は
、
各
競
技
団
体
（
全

日
本
学
生
空
手
道
連
盟
・
全
国
高
等
学
校
体

育
連
盟
空
手
道
専
門
部
）
と
連
携
を
取
り
な

が
ら
、
高
等
学
校
・
大
学
で
活
躍
し
た
空
手

道
部
員
が
、
企
業
等
に
就
職
し
た
後
も
空
手

道
を
続
け
、
そ
し
て
全
日
本
実
業
団
空
手
道

連
盟
へ
と
加
盟
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

当
連
盟
は
競
技
者
だ
け
で
な
く
、
生
涯
空

手
を
目
指
し
た
活
動
を
通
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
世
代
の
方
に
空
手
道
に
親
し
ん
で
い
た
だ

く
こ
と
を
目
標
と
し
て
、
今
後
も
活
動
を
充

実
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
抱
負

　

全
日
本
実
業
団
空
手
道
連
盟
は
東
日
本
実

業
団
空
手
道
連
盟
・
西
日
本
実
業
団
空
手
道

連
盟
・
全
自
衛
隊
空
手
道
連
盟
の
３
連
盟
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

１
９
８
２
年
に
設
立
し
た
本
連
盟
は
、
今

年
で
は
や
創
立
33
年
の
歳
月
が
経
ち
ま
し

た
。

　

本
連
盟
は
、
各
々
が
仕
事
を
し
な
が
ら
組

織
運
営
を
し
て
お
り
、
大
変
な
点
も
多
々
あ

り
ま
す
が
、
さ
ら
な
る
組
織
強
化
の
実
現
に

向
け
て
、
３
団
体
の
相
互
協
力
の
も
と
、
鋭

全
日
本
実
業
団
空
手
道
連
盟

　

日
本
実
業
団
空
手
道
競
技
連
盟
が
西
日
本

　

実
業
団
空
手
道
連
盟
と
し
て
再
発
足
。

昭
和
45
（
１
９
７
０
）
年

　

東
実
空
連
と
西
実
空
連
が
合
意
し
て
全
日

　

本
実
業
団
空
手
道
連
盟
が
発
足
。

昭
和
46
（
１
９
７
１
）
年

　

第
１
回
実
業
団
大
会
を
開
催
。

昭
和
57
（
１
９
８
２
）
年

　

全
自
空
連
と
東
実
空
連
お
よ
び
西
実
空
連

　

の
合
併
に
よ
り
、
３
団
体
が
一
本
化
し
た

　

新
組
織
、
職
域
空
手
道
の
全
日
本
実
業
団

　

空
手
道
連
盟
が
発
足
。
同
年
、
第
１
回
全

　

日
本
実
業
団
空
手
道
選
手
権
大
会
開
催
。

平
成
21
（
２
０
０
９
）
年　

　

実
業
団
審
判
員
制
度
を
制
定
。

平
成
24
（
２
０
１
２
）
年

　
「
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
大
会
」
開
催
、

　

日
本
赤
十
字
社
に
義
援
金
を
贈
る
。

全
日
本
学
生
空
手
道
連
盟
の
概
要

◆
設
立　
昭
和
32
（
１
９
５
７
）
年

◆
加
盟
校
数　
２
１
６
校

　
　
　
　
　
　
（
平
成
26
年
度
現
在
）

◆
加
盟
人
数　
把
握
し
て
い
ま
せ
ん

◆
役
員
一
覧

　
会
長　
　
　
　
渡
辺
利
夫

　
副
会
長　
　
　
三
本　
同
／
吉
村
慶
三

　
理
事
長　
　
　
古
川
一
彦

　
副
理
事
長　
　
松
倉
栄
重
／
近
藤
誠
司

　
　
　
　
　
　
　
波
多
洋
一
／
宮
原
康
弘

　
幹
事　
　
　
　
西
谷　
賢
／
清
水
義
道

　
事
務
局
長　
　
信
川
義
明

　
事
務
局
次
長　
藍　
高
広

　
会
計　
　
　
　
髙
本
延
博

　
（
理
事
31
名
の
う
ち
、
女
性
０
名
）

◆
実
施
大
会　

　
①
全
日
本
学
生
空
手
道
選
手
権
大
会
並
び  

　
　
に
東
西
対
抗
戦

　
②
全
日
本
大
学
空
手
道
選
手
権
大
会

　
③
東
日
本
大
学
空
手
道
選
手
権
大
会

　
④
西
日
本
学
生
空
手
道
選
手
権
大
会

　
⑤
各
地
区
選
手
権
大
会

◆
年
間
行
事

　
①
上
記
各
大
会

　
②
常
任
理
事
会
（
年
２
回
）

　
③
理
事
会
（
年
１
回
）

　
④
審
判
講
習
会
（
年
２
回
）

　
⑤
段
位
審
査
会
（
年
２
回
）

◆
事
務
局　

〒
５
４
１
ー
０
０
４
３

　
大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
高
麗
橋
４
丁
目
６

　
ー
１
４　
Ｓ
Ｉ
横
堀
ビ
ル
６
０
２

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ　
０
６
（
６
２
２
６
）
１
４
０
１

　
Ｆ
Ａ
Ｘ　
０
６
（
６
４
８
４
）
７
８
６
６

全
日
本
学
生
空
手
道
連
盟
　
沿
革

大
正
13
（
１
９
２
４
）
年

　

各
大
学
に
次
々
と
唐
手
研
究
会
が
発
足
。

昭
和
16
（
１
９
４
１
）
年

　

全
日
本
学
生
空
手
道
演
武
大
会
を
開
催
。

昭
和
25
（
１
９
５
０
）
年

　

学
生
空
手
連
盟
を
結
成
し
戦
後
初
の
合
同

　

大
演
武
会
を
開
催
。

昭
和
28
（
１
９
５
３
）
年

　

合
同
大
演
武
会
を
開
催
。

り
ま
す
。

　

こ
の
様
な
背
景
の
も
と
、
学
生
ス
ポ
ー
ツ

の
最
高
峰
、
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
学
連
盟
（
Ｆ

Ｉ
Ｓ
Ｕ
）
が
主
催
す
る
大
会
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｕ
第

11
回
世
界
大
学
空
手
道
選
手
権
大
会
を
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
２
年

前
に
あ
た
る
２
０
１
８
年
、
日
本
（
兵
庫
県

神
戸
市
）
開
催
に
向
け
て
招
致
活
動
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
立
候
補
の
旨
を
ご
賢
察

の
上
、
絶
大
な
る
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
の
抱
負

　

我
が
全
日
本
学
生
空
手
道
連
盟
は
目
的
と

し
て
、
国
内
的
、
国
際
的
に
正
し
い
空
手
道

を
追
求
し
発
展
さ
せ
る
こ
と
、と
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
目
的
を
達
成
す
る
べ
く
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｕ

世
界
大
学
空
手
道
選
手
権
大
会
に
第
１
回
か

ら
参
加
を
続
け
て
お
り
、
２
０
０
０
年
に
第

２
回
大
会
を
京
都
で
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

そ
の
当
時
か
ら
空
手
道
を
取
り
巻
く
環
境

が
様
変
わ
り
を
遂
げ
、
現
在
は
幼
少
の
子

ど
も
達
か
ら
マ
ス
タ
ー
ズ
大
会
の
出
場
者

ま
で
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
空
手
道
の
愛

好
者
の
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
状
況
の
中
、

２
０
２
０
年
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
が
決
定
し
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正
式
種
目
採
用

に
向
け
た
活
動
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
永
年

の
「
夢
」
を
実
現
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お

全
日
本
学
生
空
手
道
連
盟

昭
和
30
（
１
９
５
５
）
年

　

リ
ー
グ
戦
を
開
催
。

昭
和
32
（
１
９
５
７
）
年

　

学
生
選
手
権
大
会
を
開
催
。
同
年
、
第
１

　

回
全
日
本
学
生
空
手
道
選
手
権
大
会
を
開

　

催
。

昭
和
33
（
１
９
５
８
）
年

　

第
１
回
東
西
対
抗
戦
と
第
１
回
個
人
選
手

　

権
大
会
を
開
催
。

昭
和
45
（
１
９
７
０
）
年

　

ユ
ー
ゴ
連
盟
等
の
招
待
を
受
け
初
の
ヨ
ー

　

ロ
ッ
パ
遠
征
を
行
う
。

2014年に開催された「第 58回全日本大学空手道選手権大会」開会式。 2014年に開催された「第 32回全日本実業団空手道選手権大会」開会式。
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今
回
は
、
海
上
自
衛
隊
の
三
宅
由
佳

莉
さ
ん
を
取
材
し
ま
し
た
。
三
宅
さ

ん
は
、
東
日
本
大
震
災
復
興
へ
の
願

い
を
こ
め
た
曲
「
祈
り
〜
ａ 

ｐ
ｒ
ａ

ｙ
ｅ
ｒ
」
を
２
０
１
３
年
に
発
表
し
、

話
題
に
な
り
ま
し
た
。
今
で
は
「
海

上
自
衛
隊
の
歌
姫
」
と
し
て
、
広
く

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
空
手
道
と
の
出
会
い

　

空
手
道
と
出
会
っ
た
の
は
、
大
学

生
時
代
で
す
。

　

中
学
時
代
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
、
高
校
時
代
は
ダ
ン
ス
部
で
、
大

学
で
は
音
楽
系
サ
ー
ク
ル
や
ダ
ン
ス

サ
ー
ク
ル
も
検
討
し
て
い
ま
し
た
が
、

部
活
動
の
練
習
を
見
学
し
た
と
き

に
、
一
番
惹
き
付
け
ら
れ
た
の
が
空

手
道
部
で
し
た
。
特
に
、
女
性
が
形

を
演
武
し
て
い
る
姿
を
見
た
と
き
に

「
か
っ
こ
い
い
、
や
っ
て
み
た
い
」
と

強
く
思
い
、
入
部
し
ま
し
た
。

　

入
部
後
は
、
人
に
恵
ま
れ
た
こ
と

も
あ
り
、
ま
ず
は
部
活
に
行
く
こ
と

自
体
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
学
が
所
属
し
て
い
る
全
日
本
空

手
道
剛
柔
会
・
山
口
剛
史
最
高
師
範

に
直
接
指
導
を
し
て
い
た
だ
け
た
こ

と
も
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。
初
め
て

習
っ
た
時
、
こ
ん
な
技
術
が
あ
る
の

か
と
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、

人
と
し
て
と
て
も
尊
敬
し
て
い
ま
す
。

　

空
手
道
を
通
じ
て
、
知
ら
な
か
っ

た
自
分
に
も
気
付
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

初
め
て
出
場
し
た
試
合
で
は
、あ
っ

と
い
う
間
に
負
け
て
し
ま
っ
て
…
…
。

そ
の
時
、
と
て
も
悔
し
く
て
、「
絶
対

強
く
な
ろ
う
」
と
思
い
ま
し
た
。
空

手
道
を
や
る
ま
で
個
人
競
技
を
や
っ

た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
自
分
が

負
け
ず
嫌
い
だ
と
い
う
こ
と
に
こ
の

時
初
め
て
気
付
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
学
４
年
生
の
と
き
に
は
、

幹
部
を
務
め
ま
し
た
。
男
性
部
員
も

い
る
中
で
、
女
性
の
私
た
ち
が
ど
ん

な
内
容
で
ど
う
教
え
て
行
け
ば
よ
い

か
と
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
練
習
を

造
り
上
げ
た
こ
と
は
と
て
も
貴
重
な

経
験
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
難
し
か
っ

た
で
す
が
、
一
番
楽
し
か
っ
た
時
代

で
す
ね
。

●
歌
に
活
き
る
空
手
道

　

自
衛
隊
と
い
う
世
界
に
飛
び
込
も

う
と
思
え
た
の
は
、
空
手
道
の
お
か

げ
で
す
。

　

志
願
す
る
と
報
告
し
た
と
き
、
音

楽
関
係
の
友
人
に
は
と
て
も
驚
か
れ

ま
し
た
が
、
部
活
仲
間
は
「
由
佳
莉

ら
し
い
ね
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
自
衛
隊
員
と
し
て
歌
う

こ
と
は
、
私
の
歌
の
価
値
観
を
大
き

く
変
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

入
隊
前
は
「
自
分
が
歌
が
好
き
だ

か
ら
歌
う
」
と
い
う
自
分
本
位
の
歌

で
し
た
が
、
今
は
「
人
の
た
め
」
に

歌
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

聞
い
て
く
れ
た
人
が
、「
ま
た
明
日

か
ら
が
ん
ば
ろ
う
」と
思
う
の
か
、「
歌

を
聴
い
て
涙
を
流
せ
て
よ
か
っ
た
」

と
思
う
の
か
…
…
。
歌
を
ど
う
聴
い

て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
考

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

歌
手
と
し
て
舞
台
の
ス
テ
ー
ジ
に

上
が
る
と
き
に
は
特
に
、
空
手
道
経

験
が
役
立
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　

舞
台
上
で
、
そ
れ
ま
で
の
練
習
の

成
果
を
出
し
切
る
た
め
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
や
集
中
力
の
高
め
方
は
、
空

手
道
の
試
合
で
コ
ー
ト
に
立
つ
と
き

と
、
と
て
も
似
て
い
る
ん
で
す
。
特

に
国
歌
を
歌
う
と
き
は
、
目
に
力
を

入
れ
る
な
ど
、
試
合
に
臨
む
姿
勢
が

活
き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　
　●

「
諦
め
」
の
選
択
肢
が
な
く
な
る

　

自
分
の
好
き
な
こ
と
の
他
に
、
夢

中
に
な
れ
る
こ
と
や
、
真
剣
に
取
り

組
め
る
こ
と
が
あ
る
と
、「
諦
め
る
」

と
い
う
選
択
肢
が
な
く
な
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、歌
で
う
ま
く
い
か
な
か
っ

た
と
き
も
、「
空
手
道
で
も
始
め
は

う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
練

習
を
重
ね
た
ら
、
次
に
は
勝
つ
こ
と

が
で
き
た
」
と
い
う
経
験
を
思
い
出

せ
ば
、「
歌
も
が
ん
ば
れ
ば
、
も
っ
と

う
ま
く
な
れ
る
」
と
思
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

つ
ま
ず
い
た
こ
と
を
乗
り
越
え
た

経
験
は
、
自
信
に
つ
な
が
り
、
他
の

こ
と
で
も
「
で
き
る
ぞ
」
と
思
い
直

せ
る
力
に
な
り
ま
す
。

　

中
学
生
の
み
な
さ
ま
に
も
、
限
ら

れ
た
授
業
時
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、

空
手
道
を
通
じ
て
そ
う
い
っ
た
経
験

を
増
や
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
い

で
す
。

＊　
　

＊　
　

＊　
　

＊　
　

＊

歌
っ
て
い
る
と
き
の
凛
と
し
た
表
情
と

異
な
り
、
と
て
も
明
る
く
気
さ
く
な
三

宅
さ
ん
。「
気
持
ち
の
切
り
替
え
に
空
手

道
が
活
き
て
い
る
」
と
い
う
言
葉
を
普

段
の
よ
う
す
か
ら
も
感
じ
ま
し
た
。
現

在
は
な
か
な
か
空
手
の
練
習
が
で
き
な

い
そ
う
で
す
が
、「
辞
め
る
気
は
ま
っ
た

く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
初
心
に
か
え
っ

て
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
笑

顔
で
お
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

――Profile
1986 年 12 月 14 日　岡山県生まれ
岡山県立岡山城東高等学校普通科音楽
系から、日本大学芸術学部音楽学科声
楽コースに入学
2009 年　海上自衛隊東京音楽隊入隊

――Personal Karate History
2005 年　日本大学藝術學部剛柔流空
手道部入部
４年次には同部副主将を務めた

海上自衛隊東京音楽隊

３等海曹　三宅 由佳莉氏

「試合に臨むように、舞台に立つ」

このインタビューは、全空連発行「あゆみ」第 11号に
掲載されたものです。
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女
性
委
員
会
発
案

女
性
セ
ミ
ナ
ー
開
催
！

２
０
１
４
年
１
月
、
女
性
理
事
５
名
を
含
む

８
名
の
委
員
を
迎
え
発
足
し
た
「
女
性
委
員

会
」。
第
１
回
女
性
委
員
会
に
て
議
案
に
の

ぼ
っ
た
「
女
性
に
特
化
し
た
指
導
の
機
会
」

が
、
本
年
１
月
、
つ
い
に
実
現
し
ま
し
た
。

女
性
委
員
会
の
議
題

　

第
１
回
女
性
委
員
会
で
は
、
委
員
会
の
今

後
の
活
動
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
た
く
さ
ん
の

意
見
が
集
め
ら
れ
ま
し
た
。
女
性
用
審
判
服

の
改
善
、
女
性
だ
け
に
特
化
し
た
各
種
講
習

会
の
開
催
、
空
手
道
界
に
対
し
て
女
性
が
で

き
る
こ
と
と
は
な
に
か
…
…
。

　

多
数
の
課
題
の
中
か
ら
、
２
０
１
５
年
１

月
10
日
（
土
）
に
実
現
し
た
の
が
、
女
性
の
た

め
の
講
習
会
「
第
１
回
女
性
会
員
対
象
技
術

講
習
会
」。
全
空
連
主
催
に
よ
る
初
の
女
性
会

員
の
み
を
対
象
と
し
た
講
習
会
で
す
。

女
性
に
よ
る
女
性
の
た
め
の
講
習
会

　
「
女
性
会
員
対
象
技
術
講
習
会
」の
目
的
は
、

女
性
指
導
者
に
よ
る
女
性
会
員
へ
の
指
導
と
、

技
術
向
上
。
そ
し
て
、
女
性
会
員
同
士
で
の

繋
が
り
を
構
築
す
る
こ
と
で
す
。

　

第
１
回
目
と
い
う
こ
と
で
、
対
象
者
は
公

認
４
段
以
上
の
女
性
会
員
に
し
ぼ
ら
れ
ま
し

た
が
、
当
日
は
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
鹿
児

島
ま
で
、
66
名
の
女
性
会
員
が
日
本
空
手
道

会
館
に
集
ま
り
ま
し
た
。

　

講
習
会
は
10
時
開
始
。
女
性
委
員
会
委
員

長
・
大
木
る
み
子
先
生
よ
り
「
新
年
早
々
、

講
習
会
の
た
め
に
各
地
か
ら
足
を
運
ん
で
く

だ
さ
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
み

な
さ
ま
の
熱
意
に
、
講
師
一
同
感
激
し
て
お
り

ま
す
。
今
ま
で
熱
心
に
稽
古
に
励
み
、
鍛
錬

さ
れ
て
き
た
み
な
さ
ま
が
、
空
手
道
を
今
後

さ
ら
に
普
及
し
て
い
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
切

に
願
い
ま
す
」
と
挨
拶
。

　

そ
の
後
、
三
村
由
紀
講
師
に
よ
る
準
備
運

動
で
は
、
２
人
１
組
に
な
っ
て
ペ
ア
ワ
ー
ク
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

形
の
講
習
で
は
、
み
な
真
剣
そ
の
も
の
。
松

濤
館
流
・
三
村
由
紀
講
師
、
糸
東
流
・
中
山

三
枝
講
師
と
、
元
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
か
ら
直

接
学
べ
る
機
会
と
あ
っ
て
、
受
講
者
は
講
師
の

解
説
に
集
中
し
て
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
「
女
性
会
員
同
士
の
交
流
」

の
た
め
、
ラ
ン
チ
後
に
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
が
中
心
と
な
り
、
い
く
つ
か
の
話
題
に

つ
い
て
意
見
交
換
が
さ
れ
、
共
通
の
悩
み
、
普

段
は
言
え
な
い
こ
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、「
大
き
な
選
考
会
や
大
会
で
は
、

な
か
な
か
女
子
だ
け
の
審
判
団
を
組
ま
せ
て

も
ら
え
な
い
」
と
い
っ
た
審
判
員
目
線
で
の
意

見
や
、「
日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
の
女
性

の
出
場
枠
が
少
な
く
、
１
番
上
の
階
級
は
年

齢
差
が
大
き
い
。
も
っ
と
階
級
を
分
け
て
ほ
し

い
」
と
い
っ
た
選
手
と
し
て
の
悩
み
も
多
数
見

ら
れ
ま
し
た
。
寄
せ
ら
れ
た
意
見
は
、
今
後

女
性
委
員
会
で
話
し
合
っ
た
上
、
全
空
連
に

要
望
と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

講
習
会
参
加
者
か
ら
は
、「
女
性
は
ま
だ
少

数
な
の
で
、
今
回
の
講
習
会
は
非
常
に
嬉
し

か
っ
た
」「
他
県
の
方
と
交
流
が
で
き
て
よ
か
っ

た
」と
い
っ
た
感
想
が
数
多
く
聞
こ
え
ま
し
た
。

女
性
の
た
め
の
活
動
、
続
々
始
動

　
講
習
会
開
催
に
加
え
、
本
年
４
月
よ
り
、

全
空
連
ネ
ク
タ
イ
に
女
性
用
が
で
き
ま
し
た
。

　

従
来
の
も
の
よ
り
幅
を
細
く
、
長
さ
を
短

く
し
た
こ
と
で
、
女
性
が
着
け
た
と
き
に
ぴ
っ

た
り
の
サ
イ
ズ
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
も
ま
た
、
女
性
委
員
会
か
ら
上
が
っ
た

声
を
、
全
空
連
が
反
映
し
実
現
さ
れ
た
も
の

で
す
。
ま
だ
ま
だ
課
題
は
多
く
あ
り
ま
す
が
、

「
第
１
回
女
性
会
員
対
象
技
術
講
習
会
」、「
女

性
用
ネ
ク
タ
イ
」
こ
の
２
点
の
要
望
が
、
女
性

委
員
会
発
足
か
ら
約
１
年
で
叶
え
ら
れ
た
こ

と
は
、
大
き
な
前
進
で
す
。

　

少
年
会
員
お
よ
び
高
校
生
会
員
を
除
い
た

全
空
連
女
性
会
員
数
は
、
本
年
２
月
の
時
点

で
約
５
０
０
０
人
。

　

年
々
増
加
す
る
女
性
会
員
が
、
よ
り
活
き

活
き
と
空
手
道
を
歩
ん
で
行
く
た
め
に
、
女

性
委
員
会
の
今
後
の
活
動
が
ま
す
ま
す
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

女性のための空手道季刊誌「かぐや」は、
「NICE KARATR LIFE」の一部として生まれ変わりました。

これからも女性会員のみなさまに向けて、
充実した情報をお届けします。

女
性
だ
け
の
大
会
「
乙
姫
杯
」

　
徳
島
県
で
は
、約
20
年
前
か
ら
「
選

手
も
審
判
も
全
員
女
性
」
と
い
う
女

性
だ
け
の
大
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

日
本
空
手
道
松
濤
館
流
三
空
会
に
よ

る
「
乙
姫
杯
争
奪
女
子
空
手
道
選
手

権
大
会
」
で
、
２
０
１
４
年
７
月
20

日
（
日
）、
第
19
回
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
選
手
は
約
１
３
０
名
、
審

判
は
全
国
か
ら
15
名
が
集
ま
り
、
全

日
本
空
手
道
連
盟
の
大
木
る
み
子
理

事
が
審
判
講
習
会
講
師
、
三
村
由
紀

理
事
が
大
会
審
判
長
に
招
か
れ
ま
し

た
。

　
三
村
理
事
は
２
人
の
娘
さ
ん
を
連

れ
、主
催
者
側
が
準
備
し
た
託
児
ル
ー

ム
や
授
乳
室
を
活
用
。
ま
た
、
参
加

者
全
員
で
「
阿
波
踊
り
体
操
」
を
踊
っ

て
ウ
ォ
ー
ム
ア
ッ
プ
、
地
元
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
す
だ
ち
く
ん
」
の
登
場
、
徳

島
名
産
の
「
す
だ
ち
」
が
記
念
品
と

し
て
配
ら
れ
た
り
、
入
賞
者
に
生
花

で
作
っ
た
「
花
メ
ダ
ル
」
が
贈
呈
さ

れ
る
な
ど
、
女
性
の
参
加
だ
け
で
な

く
〝
地
域
色
〟
が
光
る
大
会
で
し
た
。

　
全
国
的
に
こ
の
よ
う
に
特
色
あ
る

大
会
、
女
性
へ
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心

配
り
が
な
さ
れ
る
大
会
が
増
え
て
い

く
と
素
敵
で
す
ね
。

Kaguya Information

15名の女性審判員が全国から集まりました。大会前日には審判講
習会も実施。

第１回女性会員対象技術講習会にて、講師・役員ならびに参加者記念撮影。

３つの班に分かれてグループワーク。 中山講師の解説に集中する受講者。 ジオンの稽古風景。

笑顔満開のペアワーク。動きはハード、でも楽しい！ 形講習になると真剣そのもの。４段以上の実力者揃い。
女性セミナーにて講師にあたった女性委員会委員。若井敦子委
員は欠席。

係員には男性もいたのですが、女性の大
会ということで「リボン」を付けて登場。

選手も審判も全員女性。幼児から一般
まで 130名が競技しました。
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福
島
県
の
浪な
み
え江

中
学
校
は
、
２
０
１
１
年
の

東
日
本
大
震
災
と
福
島
第
一
原
発
事
故
の
影

響
で
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
少

人
数
、
廃
校
に
な
っ
た
針
道
小
学
校
で
の
授

業
、
そ
こ
で
「
空
手
道
」
の
教
育
的
効
果
が

発
揮
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
．
浪
江
中
学
校
の
概
要

　

１
９
６
５
年
創
立
の
浪
江
中
学
校
（
濱
名

新
一
校
長
）
は
福
島
県
双
葉
郡
浪
江
町
に
あ

り
、
４
０
０
名
ほ
ど
の
生
徒
が
在
籍
し
て
い

ま
し
た
。
浪
江
町
は
伝
統
の
あ
る
寺
社
や
漁

場
を
持
ち
、
Ｂ
級
グ
ル
メ
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受

賞
し
た
「
な
み
え
焼
き
そ
ば
」
や
、
テ
レ
ビ

番
組
の
企
画
の
舞
台
と
な
っ
た
「
Ｄダ

ッ

シ

ュ

Ａ
Ｓ
Ｈ

村
」
な
ど
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
２
０
１
１
年
３
月
11
日
に
東
日

本
大
震
災
が
発
生
、
地
震
と
津
波
で
１
８
２

名
の
町
民
が
亡
く
な
り
（
行
方
不
明
者
33
名

が
含
ま
れ
る
）、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

の
事
故
に
よ
り
、
全
町
民
が
町
外
避
難
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
浪
江
中
学
校
の
生
徒

た
ち
も
多
数
が
転
校
し
、
平
成
26
年
度
の
全

校
生
徒
数
は
29
名
と
な
り
ま
し
た
。

２
．
な
ぜ
、
空
手
道
を
採
用
し
た
の
か
？

　

被
災
か
ら
約
５
ヶ
月
後
、
浪
江
町
か
ら
約

60
㎞
離
れ
た
福
島
県
二
本
松
市
で
、
廃
校
と

な
っ
て
い
た
針
道
小
学
校
の
校
舎
を
借
り
、

浪
江
中
学
校
は
授
業
を
再
開
し
ま
し
た
。
元

の
学
校
に
は
武
道
場
が
あ
り
、
保
健
体
育
科

の
山
田
久
吉
先
生
（
教
務
主
任
）
が
柔
道
経

験
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
武
道
授
業
で
は
柔

道
を
実
施
し
て
い
た
も
の
の
、
小
学
校
の
体

育
館
は
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
コ
ー
ト

浪江中学校の実践
原発事故のため移転。でも、空手道ならできる！
　少人数教育の強みを引き出すきっかけに。

が
２
面
と
れ
る
く
ら
い
の
面
積
で
、
畳
も
な

く
、
支
援
物
資
の
柔
道
着
こ
そ
あ
っ
た
も
の

の
、
少
人
数
で
充
実
し
た
武
道
授
業
を
実
現

す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
悩
ん
で
い

た
と
き
、『
あ
ゆ
み
』
が
届
き
ま
し
た
。

　
「
空
手
道
の
授
業
は
安
全
で
ケ
ガ
が
な
い
、

接
触
も
な
い
。
場
所
も
選
ば
な
い
し
、
費
用

も
か
か
ら
な
い
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
震
災
後
ど
こ
と
な
く
閉
塞
感
を
感
じ
て

い
た
な
か
『
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
み
た

い
』と
い
う
思
い
で
空
手
道
を
選
び
ま
し
た
」

（
山
田
先
生
）

　

山
田
先
生
は
２
０
１
３
年
８
月
、
校
長
先

生
の
許
可
を
得
て
全
日
本
空
手
道
連
盟
主
催

の
全
国
空
手
道
指
導
者
研
修
会
（
東
京
）
に

初
参
加
し
ま
し
た
。
基
本
動
作
や
中
学
生
を

対
象
と
し
た
指
導
法
を
講
習
し
、
早
く
も
同

年
秋
に
浪
江
中
学
校
で
試
験
的
に
空
手
道
の

授
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
10
月
の
文
化
祭

「
秋こ
す

桜も
す

祭
」
で
は
形
の
集
団
発
表
を
し
、
保

護
者
や
教
職
員
に
披
露
し
た
の
で
す
。

　

こ
う
し
て
段
階
的
に
空
手
道
を
導
入
・
紹

介
し
た
こ
と
も
あ
り
、
学
校
や
保
護
者
の
理

解
を
得
て
、
本
年
度
は
２
年
生
で
全
10
時
間

の
空
手
道
授
業
を
実
施
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、

10
月
18
日
（
土
）
の
平
成
26
年
度
秋
桜
祭
で
、

２
年
生
の
学
年
発
表
と
し
て
空
手
道
を
披
露

し
た
の
で
す
。

３
．
秋
桜
祭　

当
日
の
よ
う
す

　

旧
針
道
小
学
校
に
移
転
し
て
４
度
目
の
秋

桜
祭
。
今
年
度
の
テ
ー
マ
は
「Revolution

〜
呼
び
覚
ま
せ
！
∞（
無
限
大
）
の
力
〜
」

で
す
。
Ａ
３
の
画
用
紙
に
一
人
ひ
と
り
が
彩

色
し
た
巨
大
ア
ー
ト
が
飾
ら
れ
、
プ
ロ
ジ
ェ

［実践トピックス］

福島県　浪江町立

浪江中学校
２年生

※平成 26 年 10 月に取材。

浪江中学校は、旧針道小学校に移転している。空手道の発表を見た保護者から大きな拍手が！

右から、全空連の日下修次事務局長、浪江中学校の山田先生、
濱名校長、中空連・竹中達哉氏、福島県連・松原光氏。

空手道は
どうでしたか？

「基本形や礼儀を覚えるのが
難しかったけれど、やってみ
るとかっこよかったです。発
表では、号令をかける係だっ
たのでドキドキしました」

紺野大樹さん

ク
タ
ー
で
手
作
り
の
動
画
を
放
送
す
る
な

ど
、冒
頭
か
ら
工
夫
が
こ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

保
護
者
も
70
名
ほ
ど
集
ま
り
ま
し
た
。

　
「
あ
ゆ
み
」
ス
タ
ッ
フ
が
驚
い
た
の
は
、

生
徒
が
少
人
数
だ
か
ら
こ
そ
、
一
人
が
何
役

も
こ
な
し
、
交
代
で
仕
事
を
し
て
い
る
こ
と

で
し
た
。
た
と
え
ば
１
年
生
が
ス
テ
ー
ジ
で

発
表
を
し
て
い
る
間
は
、
２
・
３
年
生
が
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
操
作
し
た
り
、
照
明
係
や

司
会
、
舞
台
装
置
を
準
備
し
た
り
、
次
の
発

表
の
た
め
に
着
替
え
た
り
と
、全
員
が
「
今
、

や
る
べ
き
こ
と
」
に
自
覚
と
責
任
を
持
っ
て

行
動
し
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

学
習
発
表
の
内
容
も
す
ば
ら
し
い
も
の
で

し
た
。
１
年
生
は
「
ふ
る
さ
と
に
つ
い
て
」

と
題
し
、
浪
江
町
の
特
色
に
つ
い
て
の
調
査

結
果
や
、地
域
に
伝
わ
る
民
話
「
歯
型
の
栗
」

を
劇
に
し
て
発
表
し
ま
し
た
。２
年
生
は「
職

場
体
験
の
発
表
」
が
題
材
。
町
役
場
、
地
域

の
商
業
施
設
や
小
学
校
、
診
療
所
で
体
験
し

た
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。
３
年
生
は
「
ふ

る
さ
と
に
活
か
そ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
復
興

支
援
に
携
わ
る
人
た
ち
と
の
交
流
や
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
等
、
本
年
度
を
通
し
て
学
習
し
て
き

た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

英
語
弁
論
や
人
権
作
文
の
発
表
、
琴
や
ハ

ン
ド
ベ
ル
の
演
奏
に
続
き
…
…
い
よ
い
よ
、

２
年
生
に
よ
る
空
手
道
の
発
表
の
時
間
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

道
衣
に
着
替
え
た
２
年
生
と
山
田
先
生
が

入
場
し
、
整
列
。
正
面
に
礼
、
お
互
い
に
礼
、

と
少
し
緊
張
し
な
が
ら
も
礼
法
に
の
っ
と
っ

て
姿
勢
を
正
す
姿
を
、
保
護
者
の
み
な
さ
ん

が
誇
ら
し
そ
う
に
見
守
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず

は
基
本
の
突
き
と
上
段
受
け
を
行
な
い
、
前

屈
立
ち
で
の
移
動
を
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
号
令
に
合
わ
せ
て
「
基
本
形
」

を
披
露
し
ま
し
た
。
ス
ピ
ー
ド
の
あ
る
突
き

が
ビ
シ
リ
と
き
ま
り
、「
直
っ
て
、礼
」
ま
で
、

全
力
で
や
り
抜
き
ま
し
た
。

４
．
校
長
先
生
の
手
ご
た
え

　

濱
名
校
長
は
こ
う
言
い
ま
す
。

　
「
空
手
道
は
安
全
で
、
礼
儀
作
法
、
思
い

や
り
の
心
も
学
べ
る
と
こ
ろ
が
長
所
だ
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
集
団
で
発
表
が
で
き
る
こ

と
か
ら
、
11
月
に
地
域
の
行
事
『
復
興
な
み

え
町　

十
日
市
祭
』
で
２
年
生
が
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
ま
し
た
」

　

校
長
先
生
は
赴
任
３
年
目
、
今
年
３
月
を

も
っ
て
定
年
退
職
さ
れ
る
そ
う
で
す
。
被
災

後
の
浪
江
中
学
校
で
は
、「
ふ
る
さ
と
教
育
」

（
ふ
る
さ
と
を
忘
れ
な
い
教
育
）
を
近
隣
に

先
駆
け
て
実
施
し
、浸
透
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

教
員
生
活
最
後
の
本
年
度
は
、「
こ
こ
ろ
ざ

し
教
育
」
と
銘
打
ち
、
社
会
の
一
員
と
し

て
の
自
覚
を
高
め
る
教
育
を
標
ひ
ょ
う

榜ぼ
う

し
て
い
ま

す
。「『
す
み
ま
せ
ん
、
ご
め
ん
な
さ
い
』
を

心
を
込
め
て
言
う
」「
自
分
の
役
割
や
仕
事

に
責
任
を
持
つ
」な
ど
10
か
条
を
掲
げ
た「
こ

こ
ろ
ざ
し
教
育
」。「
そ
れ
を
補
強
す
る
意
味

で
も
空
手
道
の
考
え
方
が
合
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
」（
校
長
先
生
）

５
．
ま
と
め

　

文
化
祭
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、「
少

人
数
教
育
」の
強
み
で
す
。
少
人
数
ゆ
え
に
、

一
人
何
役
も
こ
な
し
、
生
徒
た
ち
は
「
無
我

夢
中
」
だ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の

ぶ
ん
、
気
配
り
・
目
配
り
、
仕
事
を
す
る
行

動
力
、
仕
事
を
や
り
抜
く
責
任
感
を
身
に
つ

け
て
い
ま
し
た
。

　

町
役
場
へ
の
取
材
や
体
験
学
習
の
報
告
か

ら
は
、
地
域
の
人
々
が
学
校
教
育
に
協
力
し

て
い
る
よ
う
す
が
伝
わ
り
、
密
度
の
高
い
郷

土
教
育
が
実
践
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
信
し

ま
し
た
。

　
「
新
し
い
こ
と
を
始
め
る
時
や
、
困
難
な

状
況
下
で
は
、『
無
理
だ
』『
で
き
な
い
』
と

や
る
前
か
ら
思
い
込
ん
で
し
ま
い
が
ち
で
す

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し
て
生
徒
が
前

向
き
に
な
り
、
挑
戦
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
空
手
道
は
、
そ
れ
に
一
役
も
二

役
も
買
っ
て
い
ま
す
。『
大
勢
の
前
で
形
を

発
表
し
た
』
と
い
う
だ
け
で
、
心
の
成
長
が

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
」（
山
田
先
生
）

　
「
武
道
場
が
な
い
」「
用
具
が
な
い
」「
少

人
数
で
、
男
女
共
習
」
と
い
う
条
件
で
も
、

安
全
に
実
施
で
き
、
高
い
教
育
的
効
果
を
あ

げ
る
の
は
空
手
道
の
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
そ
こ
に
浪
江
中
学
校
の
ふ
る
さ
と
教

育
・
こ
こ
ろ
ざ
し
教
育
が
加
わ
り
、
個
性
と

心
身
の
能
力
を
伸
ば
す
教
育
に
貢
献
し
て
い

た
よ
う
で
す
。

公益財団法人全日本空手道連盟
発行

中学３年間、全員が空手道を学習

中学校授業のための、新しい空手道情報誌

《2015 年 1 月号》vol.11　January 2015
Japan Karatedo Federation Official Magazine
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[ 実践トピックス ]

浪江町立浪江中学校
[ ホットニュース ]
空手道、目指せオリンピック！
[ シリーズ Crystal Vision...]
海上自衛隊 三宅由佳莉氏

あゆみ

被災から３年。文化祭で形を発表！

浪江中の空手道

この記事は、全空連発行「あ
ゆみ」第 11号に掲載された
ものです。

浪江中学校の全校生徒。おそろいのハッピでよさこいを踊った。
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　全空連 Q ＆Ａ

（公財）全日本空手道連盟
専務理事　有竹隆佐

よ
く
あ
る
ご
質
問
に

お
答
え
し
ま
す
。

全
空
連
会
員
の
皆
様
か
ら
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
こ
と
の
多
い
質
問
に
、

有
竹
隆
佐
専
務
理
事
が
こ
の
場
を
借
り
て
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

〈
質
問
〉

　

日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
空
手
道

競
技
で
は
、
男
子
は
形
が
１
〜
４
部
、

組
手
が
１
〜
７
部
ま
で
あ
る
の
に
対
し
、

女
子
は
組
手
が
１
〜
３
部
、
形
が
２
部

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

女
子
組
手
３
部
（
45
歳
以
上
）
で
は

45
歳
の
方
も
60
歳
の
方
も
同
じ
種
目
で

試
合
を
し
、
女
子
形
２
部
（
50
歳
以
上
）

で
は
50
歳
の
方
と
70
歳
の
方
が
同
じ
種

目
に
な
り
ま
す
。
女
子
の
種
目
を
増
や

し
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
？

〈
回
答
〉

　

日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
に
お
い

て
、
多
く
の
女
性
競
技
者
の
皆
様
が
活

躍
さ
れ
る
様
子
は
、
毎
年
た
い
へ
ん
喜

ば
し
く
拝
見
し
て
お
り
ま
す
。

　

当
大
会
は
、
日
本
体
育
協
会
予
算
の
厳

し
い
制
約
が
あ
り
ま
す
が
、
現
在
、
皆
様

の
ご
要
望
に
添
う
よ
う
日
体
協
ス
ポ
ー

ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
委
員
会
に
男
子
カ
テ
ゴ

〈
質
問
〉

　

審
判
員
の
制
服
で
女
性
用
の
ズ
ボ
ン

（
ス
ラ
ッ
ク
ス
）
は
作
ら
な
い
の
で
し
ょ

う
か
？

〈
回
答
〉

　

全
空
連
で
は
２
０
１
３
年
に
女
性
理

事
が
誕
生
、
翌
年
女
性
委
員
会
が
発
足

し
、
以
来
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
進
め

て
お
り
ま
す
。
第
１
回
女
性
セ
ミ
ナ
ー

（
本
誌
18
ペ
ー
ジ
参
照
）
が
そ
の
一
つ
で

す
。

　

女
性
セ
ミ
ナ
ー
で
の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
も
女
性
審
判

員
用
ズ
ボ
ン
を
作
っ
て
も
ら
い
た
い
と

の
ご
要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
全
空
連
で
は
、
審
判
員
ズ
ボ

ン
に
つ
い
て
は
ど
の
サ
イ
ズ
に
お
い
て

も
同
一
の
デ
ザ
イ
ン
を
採
用
し
て
お
り

ま
す
が
、
よ
り
多
く
の
女
性
審
判
員
に

参
加
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、
な
る

べ
く
早
め
に
対
応
で
き
る
よ
う
検
討
中

日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
空
手
道
競
技
の

女
子
種
目
は
増
え
な
い
の
で
す
か
？

女
性
審
判
用
ズ
ボ
ン
は
作
ら
な
い
の
で
す
か
？

Ｑ１

Ｑ２

リ
ー
に
準
じ
た
出
場
枠
改
正
の
提
案
書

を
提
出
す
べ
く
、
準
備
を
し
て
お
り
ま

す
。
ち
ょ
う
ど
各
都
道
府
県
空
手
道
連

盟
に
マ
ス
タ
ー
ズ
出
場
枠
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

直
近
の
マ
ス
タ
ー
ズ
空
手
道
競
技
で

の
男
女
別
出
場
者
数
を
見
て
み
ま
す

と
、
２
０
１
２
年
男
子
４
３
２
・
女
子

91
、
２
０
１
３
年
は
４
４
３
・
女
子
99
、

２
０
１
４
年
は
男
子
４
４
９
・
女
子

１
０
８
と
、
女
子
競
技
者
数
は
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
女
子
種
目
の
増
設
に

つ
い
て
は
、
改
正
後
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に

出
場
者
が
多
く
見
込
ま
れ
る
こ
と
が
第

一
条
件
と
な
り

ま
す
。

　

全
空
連
と
し

て
も
マ
ス
タ
ー

ズ
の
さ
ら
な
る

発
展
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。

で
す
。

　

こ
れ
に
先
駆
け
て
、
こ
の
た
び
「
女

性
用
ネ
ク
タ
イ
」
を
製
作
い
た
し
ま
し

た
。
４
月
20
日
（
月
）
よ
り
販
売
を
開
始

し
ま
す
。
従
来
の
ネ
ク
タ
イ
よ
り
短
く
、

幅
も
細
く
な
っ
て
お
り
、
女
性
審
判
員

の
皆
様
に
も
自
然
な
結
び
目
・
長
さ
で

締
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

全
空
連
で
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
種

目
採
用
に
大
き
く
一
歩
前
進
し
た
今
日
、

男
女
共
同
参
画
を
進
め
る
世
界
空
手
連

盟
と
歩
み
を
共
に
、
年
々
進
化
す
る
競

技
力
向
上
に
即
応
で
き
る
多
く
の
女
性

審
判
員
の
増
加
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　

環
境
を
整
え
て

ま
い
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
ご

理
解
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

※写真はイメージです。

JKF INFORMATION
申
し
込
み

方
法

ご希望の商品がございましたら［１　所属都道府県連盟と会員番号］、［２　住所］、［３　電話番号］、［４　名前］、
［５　注文される商品の名前］、［６　数量］を明記の上、所属の都道府県連盟もしくは全空連事務局へＦＡＸかハ
ガキでお申し込みください。会員番号のない場合は別途、一般料金が加算されます。

ＪＫＦ加盟について
　公式戦に参加する場合、または段位や審判員・指導員等の資格を取る際に
はＪＫＦ会員として登録されていることが前提となります。各都道府県連盟、
または各競技団体を通してお申し込み下さい。全空連に加盟しましょう。会
員増加は、会員と空手界のステータスを向上します。

〈年会費〉
・ゴールデン会員（６年）￥10,000　・成年会員（２年）￥4,000
・少年会員（２年）￥2,000

・一括登録（卒業年度まで有効）
　　大学生一括（４年間）￥6,000　　高校生一括（３年間）￥2,000
　　中学生一括（３年間）￥2,000　　小学生一括（６年間）￥4,000
　　医学生一括（６年間）￥8,000　　高専学生一括（５年間）￥5,000
※一括登録の有効期限は入会日に関係なく卒業年度末です。
※ご住所を変更される場合には、早めに下記の全日本空手道連盟までＦＡＸ、

ハガキまたはメールにてご連絡をお願いします。

ＪＫＦバッジ

ＪＫＦネクタイ

ＪＫＦエンブレム

ＪＫＦワイシャツ

空手競技規定 空手道で磨く
〝心技体〟

空手道形教範
第２指定形 DVD

空手道形教範
第２指定形

空手道形教範空手道教範
H27 改訂版

ＪＫＦバッグ

ＪＫＦ指定審判員シューズ

ＪＫＦジャージ

ＪＫＦ認定ブレザー ＪＫＦ扇子

税込価格／
2,800円
（送料別）

税込価格／
4,500円
（送料着払い）

税込価格／
8,900円（送料別）

税込価格／
5,100円
（送料着払い）

税込価格／1,150円
（送料別） 税込価格／3,400円

（送料別）
税込価格／1,400円
（送料別）

税込価格／6,500円
（送料別）

税込価格／2,650円
（送料別）

税込価格／2,700円
（送料別）

税込価格／
6,000円
（送料着払い）

税込価格／
8,300円〜
（送料着払い）

税込価格／
15,000円〜
（送料着払い）

税込価格／30,800円
別寸／46,500円

税込価格／
1,200円
（送料別）

全空連会員ならどな
たでも購入できます。

女性用ネクタイができました。
４月 20 日（月）より販売開
始します。
左：男性用　右：女性用（イメージ）

ＷＫＦ規定に従って検
討を重ねたシューズで
す。服装統一の意味か
らもぜひご利用下さい。（サイズは女性 22.0cm
〜、男性 23.5cm 〜）

サイズは LL・L・M・
Sの４種類があります。

（都道府県で一括して
お申し込み下さい）

素材：日本製、ウール 75％、
　　　ポリエステル 25％
カラー：濃紺

サ イ ズ は S、M、L、LL
があります。（都道府県で
一括してお申し込み下さ
い）

全空連ではＪＫＦエンブレムを使用で
きる範囲を下記のように限定させて
頂いています。（従来のエンブレムも使用可能です）
▼全空連評議員・理事　▼都道府県連盟理事以上　▼全空
連公認３段位以上　▼地区審判員以上　▼日本体育協会公
認スポーツ指導者　▼海外派遣選手および派遣役員

色は濃紺です。
サイズ
・タテ 31cm ヨコ 39.5cm 幅 21.5cm
　（ポケット 5cm）
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